
【フラット35】

省エネ基準の適合義務化について
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2023年4月～
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背景

カーボンニュートラルの実現を目指す

⇒CO2の排出量と吸収量の均衡

省エネ性能の説明義務化 （300㎡未満の住宅・建築物）

① 省エネ基準への適否

②（省エネ基準に適合しない場合）省エネ性能確保のための措置

住宅ローン減税について、省エネ性能に応じて控除対象となる借入限度額上乗せ

住宅ローンの年末残高（所定の借入限度額を上限）に控除率0.7％を乗じた額について税額控除される

・2050年までに

・2021年4月

・2022年1月

出典：環境省 脱炭素ポータル「カーボンニュートラルとは」

政府目標 （住生活基本計画（令和3年3月19日閣議決定）より抜粋 ）

2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、省エネルギー性能を一層向上しつつ、長寿命 でライフサイクル
CO2 排出量が少ない長期優良住宅ストックやZEH ストックを拡充し、ライ フサイクルでCO2 排出量をマイナスに
するLCCM 住宅の評価と普及を推進するとともに、住宅の省エネルギー基準の義務づけや省エネルギー性能表示に
関する規制など更なる規制の強化。

出典：国土交通省「省エネ基準要件化について」
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背景

新築住宅の省エネ基準適合義務化

新築住宅のZEH基準適合を目指す

外皮の断熱性能等の向上と高効率な設備システムの導入

⇒室内環境の質を維持しつつ省エネルギーを実現

さらに再生可能エネルギーの導入により、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロに

（1）基準一次エネルギー消費量から20%以上削減（再生可能エネルギーを除く）

（2）基準一次エネルギー消費量から100%以上削減（再生可能エネルギーを含む）

・2025年度

・2030年度

ZEHとは

出典：国土交通省「省エネ基準要件化について」



2023年4月より フラット35 省エネ基準適合義務化

・省エネ基準の見直し

・全ての新築住宅が対象
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※フラット35S等の金利引き下げメニュー適用有無にかかわらず

出典：国土交通省「省エネ基準要件化について」

POINT！

※フラット35申請物件

フラット35とは
⇒基準を満たすことで、35年間固定金利での建設資金融資
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等級 BEI

等級6 0.8以下

等級5 0.9以下

等級4 0.10以下

等級3 0.11以下

一次エネルギー消費量等級

1 2 3 4 5 6 7 8

UA 0.4 0.4 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6 -

ηAC - - - - 3.0 2.8 2.7 6.7

UA 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 -

ηAC - - - - 3.0 2.8 2.7 6.7

UA 0.54 0.54 1.04 1.25 1.54 1.54 1.81 -

ηAC - - - - 4.0 3.8 4.0 -

UA 0.72 0.72 1.21 1.47 1.67 1.67 2.35 -

ηAC - - - - - - - -

地域区分

等級5

等級4

等級3

等級2

等級

断熱性能等級

3地域 七ヶ宿町

4地域 3、5以外の地域

5地域 仙台市、多賀城市、山元町

地域区分

出典：「省エネ基準への適合確認方法～省エネ計算（性能基準）編～」
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省エネ基準見直しに対応した確認方法

出典：住宅金支援機構「省エネ基準への適合確認方法～導入編～」
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仕様基準の確認方法

・ガイドブックを使用

地域区分ごと分かれている

・断熱等性能等級4及び

一次エネルギー消費量等級４

に対応している

POINT！

3地域 七ヶ宿町

4地域 3、5以外の地域

5地域 仙台市、多賀城市、山元町

地域区分
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チェックリストをすべて選択で完了

仕様基準
確認の流れ

断熱材

↓

開口部

↓

設備 出典「木造戸建住宅の仕様基準ガイドブック省エネ基準編４～７地域版」



断熱材
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記入

基準値

・製品名、厚さ、R（熱抵抗）を入力

・R（熱抵抗）が基準値を満たしているか確認

出典「木造戸建住宅の仕様基準ガイドブック省エネ基準編４～７地域版」
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・製品名、U（熱貫流率）、η（日射熱取得率）を入力

・ U値やηが基準値を満たしているか確認

開口部

イータ

基準値

出典「木造戸建住宅の仕様基準ガイドブック省エネ基準編４～７地域版」

基準値
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熱抵抗RやU、η等の確認方法

出典「木造戸建住宅の仕様基準ガイドブック省エネ基準編４～７地域版」



12

熱抵抗RやU、η等の確認方法

アクリアネクスト14Ｋ 85 2.2

引用：「断熱建材協議会ホームページ」「木造戸建住宅の仕様基準ガイドブック省エネ基準編４～７地域版」

サッシも同様
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設備

・該当の機器欄をチェック

出典「木造戸建住宅の仕様基準ガイドブック省エネ基準編４～７地域版」
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出典「木造戸建住宅の仕様基準ガイドブック省エネ基準編４～７地域版」
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ガイドブックは、国交省ホームページよりダウンロードできます。

URL https://shoenehou-online.jp/download/

出典：国土交通省ホームページ



POINT！

性能基準の確認方法
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・モデル住宅法

・標準計算ルート

・簡易計算ルート

いずれかを選択
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POINT！

部位ごとの

・面積や長さの計算

・外皮性能の計算

の有無が異なる

性能基準 確認方法の特徴

出典：「モデル住宅法 簡易計算シート使い方マニュアル」
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モデル住宅法の計算シート

「住宅に関する省エネルギー基準に準拠したプログラム」よりダウンロードできます。

URL https://house.lowenergy.jp/program
２種類のシートを使用

※地域区分ごとのシートがあります

※出典：「省エネ基準への適合確認方法～補足編～」
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断熱構造の種類からシートを選択

↓
カタログ等から熱貫流率を入力

モデル住宅法の計算シート使い方（外皮性能）

※基準値は地域区分ごと異なります

引用：「戸建住宅簡易計算シート 外皮性能 4地域」
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設備の種類からシートを選択

↓
該当項目を☑

↓
項目ごとのポイント合計が100以下で適合

モデル住宅法の計算シート使い方（一次エネルギー消費性能）

引用：「戸建住宅簡易計算シート 一次エネルギー消費性能 4地域」
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出典：住宅金支援機構「【フラット３５】をご利用いただくための省エネ基準への適合確認方法～省エネ計算（性能基準）編～」

標準計算

UA値及びηAC値を算出

↓
算定プログラムで

一次エネルギー消費量
を計算

外皮平均熱貫流率の計算方法の
ポイントは次講義で解説いたします
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モデル住宅法計算シートおよび標準（簡易計算ルート）に計算シートは
「住宅に関する省エネルギー基準に準拠したプログラム」より確認できます。

URL https://house.lowenergy.jp/program
出典：国住宅に関する省エネルギー基準に準拠したプログラム
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出典：国土交通省「省エネ性能に係る基準と計算方法」



引き続きセミナーをご覧ください

25

【フラット35】

省エネ基準の適合義務化について
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